
【和歌山県レッドデータブック】

（ 地  形 ）

1



地形項目 地形分類

山地地形
山脈・
山地

山地地形 山脈

山地地形 山脈

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

紀伊山地

北山村・田辺市・高野町・か
つらぎ町・有田川町等

C

概要　及び　特徴
紀伊半島東部を南北に延びる大峰山脈や台高山脈などと、東西に延びる長峰山脈、白
馬山脈、果無山脈などが複合し、半島の脊梁部をなす山地で、護摩壇山や安堵山など
は両者の交差した高峰である。

長峰山脈

高野町・かつらぎ町・紀美
野町・有田川町等

D 一部県立自然公園

概要　及び　特徴

天狗岳を最高峰に、西方へ低くなる。主に三波川変成岩の堂鳴海山層、生石層の結晶
片岩類等からなり、南麓の一部に秩父累帯の先白亜系、白亜系が分布する。

白馬山脈

有田川町・田辺市龍神村・
日高町等

D 一部県立自然公園

概要　及び　特徴

城ケ森山を最高峰に西方へ低くなる。白亜系日高川層群美山層、寺杣層の砂岩、砂岩
頁岩互層、頁岩からなり、美山層はチャートや緑色岩類を伴う。

白馬山脈

長峰山脈

白馬山脈（生石ヶ峰頂上から南東に撮影）長峰山脈（生石ヶ峰頂上から東に撮影）

白馬山脈
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ＣＣＣＣ

Ｂ：長峰山脈

ＢＢＢＢ

Ｃ：白馬山脈

ＡＡＡＡ
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地形項目 地形分類

山地地形 高原

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

生石高原

有田郡有田川町・海草郡紀
美野町

D
県立自然公園
和歌山県の朝日･夕日100
選

概要　及び　特徴

標高870.1mの生石ケ峰を中心に、面積約8.9k㎡の中起伏山地で、基盤は三波川変成帯
の結晶片岩類からなる。頂上付近の表土に黒ボク土が見られる。

（広域写真とするため、複数の写真を合成しています。）
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地形項目 地形分類

マスムー
ブ
メント地形

湖沼

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

沼池

有田郡有田川町 D 県立自然公園

概要　及び　特徴

黒沢山（標高509.4m）の東斜面、標高465mにある面積約2,000㎡の淡水自然沼で、水深
1.2m。沼底の腐植泥層は4.5mあり、冬期は結氷する。

（平成２４年５月１６日撮影）
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県道
生石公園線

国道
４２４号
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地形項目 地形分類

浸食地形
峡谷・
渓谷

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

明恵峡

有田郡有田川町 D 町指定文化財（名勝）

概要　及び　特徴

有田川本流の峡谷で、両岸には秩父累帯白亜系の松原層の砂岩や頁岩、礫岩が露出
する。

① ②

③ ④

⑤
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①

②

③
④

⑤
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地形項目 地形分類

浸食地形
穿入蛇行
河川

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

押手付近の
有田川

伊都郡かつらぎ町～有田
郡有田川町

D

概要　及び　特徴

梁瀬～杉の原にかけて、延長8.5㎞、屈曲数15、比高180mである。日高川層群湯川層の
分布域を曲流する。

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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②

①

④

⑤

⑥

③
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地形項目 地形分類

浸食地形
穿入蛇行
河川

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

清水付近の
有田川

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

久野原～打井原にかけて、延長4㎞、屈曲数6、比高220mである。外和泉層群二川層の
分布域を曲流する。

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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さがりの滝

②

①

④

⑤

⑥

③
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

さがりの滝

有田郡有田川町 D 県立自然公園

概要　及び　特徴

有田川支流湯川川支谷。多段型、落差25m、滝口幅1.5m、滝壺有り。
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さがりの滝
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

銚子の滝

有田郡有田川町 D 県立自然公園

概要　及び　特徴

有田川支流湯川川支谷。多段型、落差15m、滝口幅1.5m、滝壺無し。
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銚子の滝
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

※　道路からは滝の上側のみ見える。
　　滝の全体を見るためには、河川を遡る必要あり。

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

五段の滝

有田郡有田川町 D
紀の国の名水
和歌山の親しめる水66

概要　及び　特徴

有田川支流湯川川支流中股谷川。多段型、落差20m、滝口幅1m、滝壺無し。下流部に
砂防堰堤あり土砂埋積。
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未舗装道路
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

不動の滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流四村川上流。多段型、落差30m、滝口幅1m、滝壺有り。
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林道暗夜峠線 終点

ここから500m上流
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

カガマリの滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流四村川支流南古谷川支流中尾谷川。一文字状、落差8m、滝口幅2m、滝壺
無し。下流部に砂防堰堤あり土砂埋積。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

油滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流四村川支谷。一文字状、落差13m、口幅1m、滝壺無し。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

鮎返の滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流四村川支流南古谷川。一文字状、落差2m、滝口幅1.5m、滝壺有り。

26



27



地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

七滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流四村川支流南古谷川。多段型、落差7m、滝口幅1.5m、滝壺有り。
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林道南谷線 起点
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

虚空蔵の滝
（黒蔵の滝）

有田郡有田川町 D 町指定文化財（名勝）

概要　及び　特徴

有田川支流早月谷川支谷。一文字状、落差30m、口幅1m。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

次の滝

有田郡有田川町 D
町指定文化財（名勝）
紀の国の名水
和歌山の親しめる水辺６６

概要　及び　特徴

有田川支流早月谷川支谷。一文字状、落差46m、滝口幅1m、滝壺有り。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

白馬滝

有田郡有田川町 D 町指定文化財（名勝）

概要　及び　特徴

有田川支流修理川上流。多段型、落差40m、滝口幅3m、滝壺有り。美山層の粗粒塊状
砂岩からなる。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

釜中滝

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支流玉川支谷。多段型、落差12m、滝口幅0.5m、滝壺無し。

36



釜中滝
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

姥ヶ滝

有田郡有田川町 D
町指定文化財（名勝）
紀の国の名水
和歌山の親しめる水辺６６

概要　及び　特徴

有田川支流賢谷川上流。分散型、落差15m、滝口幅1m、滝壺無し。
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

不動の滝
（青蛇の滝）

有田郡有田川町 D

概要　及び　特徴

有田川支谷田口谷川上流。一文字状、落差6m、滝口幅1m、滝壺無し。
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さがりの滝

不動の滝

（青蛇の滝）
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地形項目 地形分類

浸食地形 滝

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

藤滝

有田郡広川町 D 紀の国の名水

概要　及び　特徴

広川支谷。分散型、落差12m、滝口幅2m、滝壺無し。美山層のチャート・緑色岩類からな
る。
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地形項目 地形分類

海岸浸食
地形

海食崖

名　　称 所　在　地 ｶﾃｺﾞﾘｰ 備　　考

男浦・宮崎鼻
・高田海岸

有田市 D 県立自然公園

概要　及び　特徴

男浦から高田にかけて延長8.5㎞で、秩父累帯の先白亜系の砂岩、頁岩、チャート、緑色
岩類等からなり、三畳紀コノドントやジュラ紀放散虫を産出する。
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